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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元通信用の二次元通信媒体であって、
　メッシュ状導体膜を含む第１の面と、
　前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面と、
　前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、
　当該二次元通信媒体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達
するためのコネクタの凹型形状部と嵌合するための凸型形状部を備えることを特徴とする
二次元通信媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載の二次元通信媒体であって、
　前記凸型形状部の先端に、前記コネクタを係止するための膨らみ部が形成されているこ
とを特徴とする二次元通信媒体。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の二次元通信媒体であって、
　当該二次元通信媒体の表面のうち、前記メッシュ状導体膜に覆われておらず、且つ、前
記ＧＮＤ導体膜にも覆われていない面の少なくとも一部が、当該二次元通信媒体内に発生
している信号が外部に漏洩することを防止するための端面ＧＮＤ導体膜により覆われてい
ることを特徴とする二次元通信媒体。
【請求項４】



(2) JP 5757584 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

　請求項１乃至３の何れか１項に記載の二次元通信媒体であって、
　前記凸型形状部は、前記第１の面側の部分と前記第２の面側の部分とを含み、
　前記凹型形状部が、前記凸型形状部に間違った向きで嵌合されようとした場合に、前記
凹型形状部と前記凸型形状部とが完全に嵌合しないように、前記第１の面側の部分の形状
と前記第２の面側の部分の形状とが異なっていることを特徴とする二次元通信媒体。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の二次元通信媒体であって、
　前記コネクタから、当該二次元通信媒体に、前記凸型形状部にある前記メッシュ状導体
膜を介して、前記信号が伝達されることを特徴とする二次元通信媒体。
【請求項６】
　二次元通信媒体と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元通信用の信号を伝達する二次元
通信用コネクタであって、
　前記二次元通信媒体の外周部に備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を備える
ことを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【請求項７】
　請求項６に記載の二次元通信用コネクタであって、
　前記凹型形状部の最奥部には、前記凸型形状部の先端部に設けられている膨らみ部と嵌
合する窪み部が形成されていることを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の二次元通信用コネクタであって、
　当該コネクタが前記二次元通信媒体に嵌合した状態で表面に露出する表面の少なくとも
一部は、前記信号の漏洩を防止するための導体膜により覆われていることを特徴とする二
次元通信用コネクタ。
【請求項９】
　請求項６乃至８の何れか１項に記載の二次元通信用コネクタであって、
　当該二次元通信用コネクタから、前記二次元通信媒体に、前記凹型形状部の、前記二次
元通信媒体の前記凸型形状部にあるメッシュ状導体膜に向き合う面を介して、信号が伝達
されることを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【請求項１０】
　二次元通信用の二次元通信媒体であって、
　メッシュ状導体膜を含む第１の面と、
　前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面と、
　前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、
　当該二次元通信媒体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達
するためのコネクタの凹型形状と嵌合するための凸型形状部を備える二次元通信媒体と、
　前記二次元通信媒体と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元通信用の信号を伝達する二
次元通信用コネクタであって、
　前記二次元通信媒体の外周部に備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を備える
二次元通信用コネクタと、
　を備えることを特徴とする二次元通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次元通信のために用いられる二次元通信システム並びにこれに含まれる二
次元通信媒体及び二次元通信用コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多様な通信装置により構築されるネットワークが広く一般に普及するなか、これら通信
装置間の通信を実現するための通信方式として多くの方式が提案されている。そのような
状況下、光ファイバ等による有線通信（一次元通信）や、ＩＥＥＥ（The Institute of E
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lectrical and Electronics Engineers, Inc.）により策定されたＩＥＥＥ　８０２．１
１等の規格に準拠した無線通信（三次元通信）とは異なる新たな通信方式として二次元通
信が近年提案されている。
【０００３】
　ここで、二次元通信とは、一般的な無線や有線の通信とは異なり、面で構成された通信
媒体を用いるものであり、通信媒体面の任意の位置に端末を近接させることにより通信を
実現することが可能となるものである。また、二次元通信では単に通信を実現するに止ま
らず、端末に対しての電力供給を行うような用途にも用いることができる。なお、二次元
通信は、サーフェイスＬＡＮ（Local Area Network）等の名称で呼ばれることがある。
【０００４】
　このような二次元通信を実現するためのシステムの一例を図１及び図２を参照して説明
する。まず、図１を参照すると、本説明例は、平面通信シート１０１及びコネクタ１０２
を含む。
【０００５】
　また、コネクタ１０２は、同軸コネクタ１０４、絶縁プラスチック１０３、信号金属板
１０５及びＧＮＤ金属板１０６を含む。コネクタ１０２は、同軸コネクタ１０４の突出方
向を上方とした場合に、相互に略並行に対向して設けられた信号金属板１０５及びＧＮＤ
金属板１０６の間の一部に絶縁プラスチック１０３が挟まれたコの字形状をしたコネクタ
である。
【０００６】
　そして、同軸コネクタ１０４の導体外周部とＧＮＤ金属板１０６は半田接続等の手段に
より機械的及び電気的に接続されている。また、同軸コネクタ１０４の導体芯線１０７と
信号金属板１０５とは半田接続、圧着、接触などの手段により機械的及び電気的に接続さ
れている。
【０００７】
　続いて図２を参照すると、平面通信シート１０１は、ＧＮＤ金属膜１１４と、メッシュ
状金属膜１１５と、これらに挟まれた絶縁体１１３を含む。なお、絶縁体１１３の素材は
、例えば、プラスチック等の樹脂板や発泡部材である。なお、ＧＮＤ金属膜１１４は、金
属以外の導体膜又は金属と金属以外の材質を含む導体膜であっても良い。また、メッシュ
状金属膜１１５は、金属以外のメッシュ状導体膜又は金属と金属以外の材質を含むメッシ
ュ状導体膜であっても良い。
【０００８】
　そして、平面通信シート１０１の端面を、コネクタ１０２の金属板（信号金属板１０５
及びＧＮＤ金属板１０６）で挟み込む。つまり、信号金属板１０５及びＧＮＤ金属板１０
６の間の空間のうち、絶縁プラスチック１０３が挟まれていない部分である空隙部に平面
通信シート１０１の端部及びその近傍部を挿入する。このようにして、メッシュ状の金属
膜１１５と信号用金属板１０５とを接続し、また、ＧＮＤ金属膜１１４とＧＮＤ金属板１
０６を接続する。なお、以下の説明においてこのように平面通信シート１０１の端面に、
コネクタ１０２を接続することを、適宜「嵌合する」と表現する。
【０００９】
　このように、平面通信シート１０１の端面に、コネクタ１０２を嵌合させると共に、ケ
ーブル１１０－１を用いて発信機１０９とコネクタ１０２の同軸コネクタ１０４とを接続
する。併せて、ケーブル１１０－２を用いてカプラ１１１と装置１１２を接続する。カプ
ラ１１１と装置１１２については後述する。このような構成により、発信機１０９により
生成された信号は、コネクタ１０２を介して電磁波として発信され平面通信シート１０１
全体に伝達する。平面通信シート１０１に伝達された信号は、平面通信シート１０１を形
成するメッシュ状金属膜１１５からエバネッセント波（Evanescent wave）として染み出
る。このエバネッセント波は、メッシュ状金属膜１１５の近傍に置かれたカプラ１１１で
受信されケーブル１１０を通して装置１１２に伝達される。このようにして、発信機１０
９及び装置１１２間での二次元通信が実現される。
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【００１０】
　なお、このような構成下で、仮に平面通信シート１０１の端面に絶縁体１１３が露出し
ている場合、すなわち、図１及び図２に表される端面ＧＮＤ金属膜１０８が無い場合には
、発信機１０９からコネクタ１０２に発信された電磁波が、平面通信シート１０１の端面
から漏洩することとなり通信効率が低下する。
【００１１】
　そこで、この漏洩を防止するための対策として、図１及び図２の平面通信シート１０１
ではシートの端面に端面ＧＮＤ金属膜１０８が施されている。この端面ＧＮＤ金属膜１０
８は、ＧＮＤ金属膜１１４と電気的・機械的に接続されている。そして、平面通信シート
１０１の端面に到達した電磁波が、その端面のその到達部にある端面ＧＮＤ金属膜１０８
に反射され、これにより、平面通信シート１０１の外部への電磁波漏洩を低減させている
。
【００１２】
　なお、本説明例で例示したような二次元通信に関する基本的な構成と関連する技術が特
許文献１に記載されている。更に、引用文献２には、二次元通信に関する基本的な構成と
関連する技術が記載されていると共に、コネクタ１０２のような形状のコネクタを用い、
コネクタと平面通信シートとを嵌合する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２０１０－０４１３５０号公報
【特許文献２】特開２０１０－０１６５９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上述したように、図１及び図２を参照して説明したような二次元通信システムや、特許
文献１及び特許文献２に記載の二次元通信システムを用いることにより二次元通信を実現
することが可能となる。
【００１５】
　しかしながら、これらの二次元通信システムには下記のようないくつかの問題があった
。
【００１６】
　第１の問題点は、平面通信シート端面においてコネクタの金属板を平面通信シートに対
して嵌合するだけではなく、何らかの手段にてコネクタを固定しないと伝達効率が落ちる
ことである。ここで、何らかの手段とは例えばコネクタの金属板を平面通信シート表面に
金属箔のテープで固定する等である。
【００１７】
　その理由は、平面通信シート並びにコネクタの金属板が反りやすいためである。すなわ
ち、コネクタに取り付けられた通信ケーブルの荷重や平面通信シートの自重によるたわみ
の発生に起因して、平面通信シートとコネクタの間に隙間が発生し、カップリングする信
号強度が低下する事象が発生するためである。
【００１８】
　第２の問題点は、コネクタの金属表面がむき出しになっておりコネクタに人体が触れて
ショートする等の事態が生じ得ることである。
【００１９】
　これは、現状のコネクタが金属板２枚で実現されており、給電されている信号側と人体
が直接触れるとショートしてしまう可能性が有るためである。
【００２０】
　このような、第１及び第２の問題点を解決するためにコネクタを平面通信シート端面に
差込み固定する構造とすることが考えられる。例えば、平面通信シートの端部を凹形状と
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し、コネクタを凸形状とするようなことが考えられる。そして、この凹形状と凸形状を嵌
合させることにより、金属箔のテープ等での固定は不要になり、また、コネクタの金属表
面がむき出しになるという問題も解消することができる。
【００２１】
　この点について、更に、図３及び図４を参照して説明する。図３及び図４に表される変
形例では、平面通信シート１０１を変形し、凹型平面通信シート１１８としている。凹型
平面通信シート１１８は、平面通信シート１０１と比較すると、ＧＮＤ金属膜１１４と、
メッシュ状金属膜１１５と、これらに挟まれた絶縁体１１３を含む点では共通しているが
、その端面が、平面通信シート１０１とは異なり、凹型となっている。これに対応して、
コネクタ１０２は、凸型コネクタ１１６に変形されており、信号用金属板１０５に代えて
ループアンテナ１１７が設けられている。また、同軸コネクタ１０４の芯線１０７とルー
プアンテナ１１７とは機械的・電気的に接続されている。
【００２２】
　このような凹型平面通信シート１１８及び凸型コネクタ１１６に対して、図２の平面通
信シート１００及びコネクタ１０２と同様に発信機１０９や装置１１２を接続し、この凹
形状と凸形状を嵌合させることにより二次元通信を行うというようなことが考えられる。
これが実現できるのであれば、上述したように金属箔のテープ等での固定は不要になり、
また、コネクタの金属表面がむき出しになるという問題も解消することができる。
【００２３】
　しかしながら背景技術の欄にて述べたように、電磁波伝送時には平面通信シート端面か
らの電磁波漏洩対策の為、凹型平面通信シート１１８のシート端面も端面ＧＮＤ金属膜で
覆う必要が生じる。そして、凹型平面通信シート１１８のシート端面も端面ＧＮＤ金属膜
で覆ってしまうと、入力部である同軸コネクタ１０４からの電気信号に基づいて図３及び
図４の様なループアンテナ１１７から出射した電磁波が、端面ＧＮＤ金属膜により阻まれ
、メッシュ状の金属膜１１５に伝送されない。従って、図３及び図４のような差込み固定
する形状を採用することができないこととなる。これが第３の問題点である。
【００２４】
　第４の問題点は、仮に第３の問題点を解消し、図３及び図４の様に差込式形状を実現で
きた場合であっても、同軸コネクタ１０４に接続されるケーブルに人が触れる等により凸
型コネクタ１１６にテンションが掛かった場合には、凸型コネクタ１１６が凹型平面通信
用シート１１８から外れる場合が有ることである。この場合には、当然のことながらメッ
シュ状の金属膜１１５に対してループアンテナ１１７からの信号伝送ができなくなってし
まう。すなわち、第４の問題点とは単純な凹凸形状を嵌合しただけでは係止力が不十分で
ある点である。
【００２５】
　そこで本発明は、二次元通信媒体と二次元通信用コネクタを適切に嵌合でき、且つ、二
次元通信用コネクタの金属表面がむき出しになることを防止可能な、二次元通信システム
、二次元通信媒体及び二次元通信用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の第１の観点によれば、二次元通信用の二次元通信媒体であって、メッシュ状導
体膜を含む第１の面と、前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面
と、前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、当該二次元通信媒
体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達するためのコネクタ
の凹型形状部と嵌合するための凸型形状部を備えることを特徴とする二次元通信媒体が提
供される。
【００２７】
　本発明の第２の観点によれば、二次元通信媒体と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元
通信用の信号を伝達する二次元通信用コネクタであって、前記二次元通信媒体の外周部に
備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を備えることを特徴とする二次元通信用コ
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ネクタが提供される。
【００２８】
　本発明の第３の観点によれば、二次元通信用の二次元通信媒体であって、メッシュ状導
体膜を含む第１の面と、前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面
と、前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、当該二次元通信媒
体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達するためのコネクタ
の凹型形状と嵌合するための凸型形状部を備える二次元通信媒体と、前記二次元通信媒体
と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元通信用の信号を伝達する二次元通信用コネクタで
あって、前記二次元通信媒体の外周部に備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を
備える二次元通信用コネクタと、を備えることを特徴とする二次元通信システムが提供さ
れる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、二次元通信媒体と二次元通信用コネクタを適切に嵌合でき、且つ、二
次元通信用コネクタの金属表面がむき出しになることを防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】関連する技術における平面通信シート及びコネクタの形状を表す図である。
【図２】関連する技術における平面通信シート及びコネクタの実施例を表す図である。
【図３】関連する技術において平面通信シートにコネクタを差し込む形状とした場合を表
す図である。
【図４】関連する技術において平面通信シートにコネクタを差し込む形状とした場合の実
施例を表す図である。
【図５】本発明の実施形態の基本的構成を表す図である。
【図６】本発明の実施形態におけるコネクタの形状を表す五面図、斜視図及び断面図であ
る。
【図７】本発明の実施形態における平面通信シートの形状を表す図である。
【図８】本発明の実施形態の実施状態の一例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　次に、本発明の実施形態について図５、図６、図７及び図８を参照して詳細に説明する
。
【００３２】
　まず、図５を参照すると、本実施形態である二次元通信システムは、シート端面に凸部
を持つ凸型平面通信シート１９及び凹型コネクタ２０を含む。ここで、凸型平面通信シー
ト１９は、本発明の「二次元通信媒体」に相当するものである。また、凹型コネクタ２０
は、本発明の「二次元通信用コネクタ」に相当するものである。また、本実施形態は概略
、凸型平面通信シート１９の端面に、凹型コネクタ２０に備わる凹部を受け入れるための
凸部及びコネクタ抜け防止構造を有し、凹型コネクタ２０に備わる凹部に伝送用のループ
アンテナを配置する、という構造を有するものである。
【００３３】
　凸型平面通信シート１９は、平面通信シート１０１と比較すると、ＧＮＤ金属膜１１４
と同様なＧＮＤ金属膜１４と、メッシュ状金属膜１１５と同様なメッシュ状金属膜１５と
、これらの間に設けられ且つ絶縁体１１３と同様な絶縁体１３とを含む点では共通してい
る。しかし、平面通信シート１０１とは異なり、凸型平面通信シート１９の少なくとも一
部の端面は、凸型となっている。また、凸型平面通信シート１９の凸部が凹型コネクタ２
０の凹部と嵌合してから、この嵌合が解けてしまい、これにより、凸型平面通信シート１
９から凹型コネクタ２０が容易に抜けてしまうことを防止するために、凸型平面通信シー
ト１９の凸部の先端は、膨らみを持たせた形状となっている。
【００３４】
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　また、メッシュ状金属膜１５は、凸部まで伸延して形成される。凸部のうちメッシュ状
金属膜１５により覆われている面を、端面ＧＮＤ金属網８が重複して覆うようなことはな
いが、凸部のうちのメッシュ状金属膜１５により覆われていない面は端面ＧＮＤ金属網８
により覆われている。この点については、図７を参照して後述する。なお、端面ＧＮＤ金
属膜８は、金属以外の端面ＧＮＤ導体膜又は金属と金属以外の材質を含む端面ＧＮＤ導体
膜であってもよい。
【００３５】
　また、凹型コネクタ２０は、凸型平面通信シート１９の凸部と嵌合するような凹部を含
んでおり、凹部は、凸型平面通信シート１９の凸部の膨らみに合わせるように、最奥部付
近に窪み部を含んでいる。また凹部の中で、凹型コネクタ２０及び凸型平面通信シート１
９の嵌合時に、メッシュ状金属膜１５により形成される面と接触する部分には、ループア
ンテナ１７が設けられている。なお、本実施形態では、凹型コネクタ２０の断面を見ると
、凹型を形成する２つの平行辺の長さがそれぞれ異なっており、平行辺の一方が他方より
も長くなっている。また、図５の例では長い方の平行辺がメッシュ状金属膜１５により形
成される面と接触することを想定しているので、ループアンテナ１７は、この長い方の平
行辺が属する面を持つ部分に設けられている。
【００３６】
　更に、凹型コネクタ２０には、同軸コネクタ４が取り付けられている。また、図５の左
下又は右下の断面図に表されるように同軸コネクタ４とループアンテナ１７とは芯線７に
より機械的・電気的に接続されている。
【００３７】
　次に、図６を参照すると、図６の右上には凹型コネクタ２０の五面図が示されている。
そして、その下に示されているのがＡ－Ａ間の断面を表す断面図である。また、左側には
、凹型コネクタ２０の斜視図を示す。図６で、グレイ部分がＧＮＤ金属膜２１により覆わ
れている部分である。すなわち、凹型コネクタ２０の外周面（上面、下面、両側面及び背
面）は、同軸コネクタ４が接続されている部分を除いて、ＧＮＤ金属膜２１により覆われ
ている。凹型コネクタ２０及び凸型平面通信シート１９が相互に嵌合した状態を見ると、
凹型コネクタ２０の表面は、同軸コネクタ４が接続されている部分を除いて、ＧＮＤ金属
膜２１により覆われている。また、同軸コネクタ４には、同軸ケーブルが接続され、これ
により、同軸コネクタ４の表面は外部に露出しない。従って、同軸コネクタ４に同軸ケー
ブルを接続した上で二次元通信を行っている動作時には、仮に、人体が凹型コネクタ２０
に接続しても、接続先は、ＧＮＤとなるので、信号には影響が及ばない。なお、凹型コネ
クタ２０を前面側から見た全ての面と内面（内側の３面（膨らみ部を含む））は、ＧＮＤ
金属膜２１で覆われていない。また、凹型コネクタ２０が凸型平面通信シート１９に嵌合
した状態で表面に露出する表面の全てが、電磁波の漏洩を防止する膜により覆われている
ことが好ましいが、その表面の一部が、電磁波の漏洩を防止する膜により覆われているだ
けでも一定の効果を得ることができる。
【００３８】
　次に、図７を参照すると、まず左上に凸型平面通信シート１９の上面図が表されている
。上面図に示されるように凸型平面通信シート１９の上面は、外周部を除き、メッシュ状
金属膜１５に覆われ、ＧＮＤ金属膜１４には覆われていない。一方、外周部は、ＧＮＤ金
属膜１４に覆われている。
【００３９】
　なお、図７に示される凸型平面通信シート１９は上面（又は下面）から見た場合に略正
方形の形状をしているがこれは１つの構成例に過ぎない。略正方形以外の略矩形の形状を
していても良い。また、矩形の角となる部分が円弧を描くような形状をしていても良い。
更に、矩形を組み合わせたような形状をしていても良い。例えばＬ字形状やコの字形状と
なっていても良い。
【００４０】
　また、上記した「外周部」とは図７に示されるように全ての辺のことを指すこともあり



(8) JP 5757584 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

得るが、一部の辺のことを指して外周部と呼ぶようにしても良い。すなわち、例えば４つ
の辺のうち２辺のみを外周部とし、残る２辺に関しては図５に示されるように端面ＧＮＤ
金属膜８に覆われるようにしても良い。また、１つの辺の一部については外周部とし、１
つの辺の残りの部分については端面ＧＮＤ金属膜８に覆われるようにしても良い。つまり
、本実施形態及び本発明における外周部とは凸型平面通信シート１９を上面（又は下面）
から見た場合の、全ての辺の全ての部分であっても良く、全ての辺の一部の部分であって
も良く、一部の辺の全ての部分であっても良く、一部の辺の一部の部分であっても良い。
【００４１】
　この点について、図７左下の断面図を参照すると明らかなように、凸型平面通信シート
１９の上面は、凸部の膨らみ部の根元部分まではメッシュ状金属膜１５により覆われてお
り、平面通信シート１９のその他の全ての面（すなわち、膨らみ部の全表面及び全下面）
は、ＧＮＤ金属膜１４により覆われている。なお、上記から明らかなように、上面から見
ると、上述した外周部は、膨らみ部に対応する。但し、電磁波漏洩防止の効果が落ちる可
能性があるものの、前記その他の全ての面のうちの一部が、ＧＮＤ金属膜１４により覆わ
れていなくてもよい。
【００４２】
　また、説明が重複するが、図７右上の下面図に示されるように、凸型平面通信シート１
９の下面全体はＧＮＤ金属膜１４により覆われている。
【００４３】
　続いて、図８を参照して、実際に凹型コネクタ２０及び凸型平面通信シート１９を嵌合
して利用する場合について説明する。なお、図８に表される構成はあくまで一例であり、
本実施形態の適用範囲を限定する趣旨ではない。例えば装置１２とカプラ１１をケーブル
１０－２で繋ぐのではなく、カプラと同等の機能を装置１２が有しており、この装置１２
を直接凸型平面通信シート１９のメッシュ状金属膜１５の表面の近傍に設置して利用する
ようにしても良い。また、カプラ１１や装置１２の組や、発信機９とこれにケーブル１０
－１により接続された凹型コネクタ２０の組の数に特に限定されない。更に、装置１２が
どのような用途の装置であるかということも特に限定されない。
【００４４】
　図８に表される一例では、凹型コネクタ２０は同軸コネクタ４に接続されるケーブル１
０－１を介して発信機９と接続される。
【００４５】
　そして、凹型コネクタ２０を凸型平面通信シート１９の端面に設けられた凸部に対して
差し込む。また、差し込みの際は、ループアンテナ１７がメッシュ状の金属膜１５と対向
するように差し込む。すなわち、今回の例でいえば長い方の平行辺を含む面がメッシュ状
金属膜１５に接するように差し込む。
【００４６】
　これにより凹型コネクタ２０は、凸型平面通信シート１９のメッシュ状金属膜１５、Ｇ
ＮＤ金属膜１４及び端面ＧＮＤ金属膜８に密着して固定される。
【００４７】
　すなわち本実施形態では、凸型平面通信シート１９端の凸部に凹型コネクタ２０の凹部
を差し込み、凸型平面通信シート１９端の凸部の先端に設けられた抜け防止用の膨らみ部
と、凹型コネクタ２０の凹部の最奥部に設けられた窪み部とが嵌合する。これにより凸型
平面通信シート１９と凹型コネクタ２０が意図せずに分離して伝送断絶が発生することを
防止する。
【００４８】
　なお、凸型平面通信シート１９端の凸部の先端に設けられた膨らみ部の最大幅部の幅は
、凹部の平行両平面の間隔よりも広い。そのため、膨らみ部に弾力性が無い場合には、膨
らみ部は凹型コネクタ２０の凹部を通る事ができない。そこで、凸型平面通信シート１９
端の凸部の先端に設けられた膨らみ部を、凹型コネクタ２０の凹部を通る事が可能で、且
つ、シートとコネクタが完全に嵌合した場合、容易にシートとコネクタが分離しない弾力
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性の有る絶縁体１３で形成する。このように、膨らみ部を弾力性の有る絶縁体１３で形成
することにより、膨らみ部は凹部の平行両平面を通る際にだけ収縮し、シートとコネクタ
が完全に嵌合した際には膨らみ部は本来の大きさに戻る。これにより、膨らみ部と凹型コ
ネクタ２０の凹部の最奥部に設けられた窪み部の嵌合を強固なものとすることが可能とな
る。なお、嵌合をより強固とするために、窪み部の大きさを、膨らみ部本来の大きさより
もやや小さい大きさとするようにしても良い。すなわち嵌合している間は膨らみ部が常に
収縮しているようにしても良い。
【００４９】
　また、このように膨らみ部に弾力性を持たせると共に、又は、膨らみ部に弾力性を持た
せるのに代えて、凹型コネクタ２０の平行面が変形するようにしても良い。すなわち、凹
型コネクタ２０の平行面を、凸型平面通信シート１９端の凸部に差し込まれる際には変形
して、平行面の間隔が一時的に広がると共に、シートとコネクタが完全に嵌合した場合に
は変形前の形状へと戻るような弾力性のある素材により形成するようにしても良い。
【００５０】
　発信機９より送信される信号は、ケーブル１０－１を通り同軸コネクタ４から凹型コネ
クタ２０内の芯線７を経てループアンテナ１７へと伝わる。ループアンテナ１７ではケー
ブル１０－１と芯線７を介して供給されてくる電流信号及び／又は電圧信号（従って、電
力信号）により電磁波信号が生じ、この電磁波信号がメッシュ状の金属膜１５に印加され
る。これにより、メッシュ状の金属膜１５の全体に電磁波信号が伝達される。このときＧ
ＮＤ金属膜１４および端面ＧＮＤ金属膜８は、ループアンテナ１７から発信された電磁波
信号が絶縁体１３の端面方向から不要に漏洩をすることを防止する働きをする。
【００５１】
　メッシュ状の金属膜１５に伝達された電磁波信号は、凸型平面通信シート１９に含まれ
るメッシュ状の金属膜１５側全体に拡散しつつメッシュ状の金属膜１５から電磁波信号と
して放射される。この放射される信号を担う電磁波がエバネッセント波である。放射され
たエバネッセント波は凸型平面通信シート１９のメッシュ状の金属膜１５上の表面の近傍
に置かれたカプラ１１で受信される。受信されたエバネッセント波はカプラ１１において
電力信号として伝達され、ケーブル１０を通り最終的に装置１２に伝わる。
【００５２】
　本実施形態ではこのようにして、発信機９が発生した電流信号及び／又は電圧信号（従
って、電力信号）が、装置１２へ、凹型コネクタ２０、凸型平面通信シート１９、カプラ
１１及びケーブル１０－１、１０－２を介して供給され、二次元通信を実現することがで
きる。
【００５３】
　この点、端面ＧＮＤ金属膜８が無い場合には、メッシュ状の金属膜１５に伝達された信
号は、メッシュ状の金属膜１５とＧＮＤ金属膜１４にはさまれた絶縁体１３から平面通信
シート外へと漏洩して不要輻射問題を発生する。また、この場合には、同時に電力伝送に
おける通信効率の低下が起きてしまう。
【００５４】
　しかし、本実施形態では、端面ＧＮＤ金属膜８が存在することにより、平面通信シート
外へと漏洩せずに反射された電磁波が平面通信シート内に戻ることから、不要輻射問題及
び通信効率低減を防止することができる。
【００５５】
　なお、凹型コネクタ２０は、凸型平面通信シート１９の端面に対して凸部が設けられて
いる何れの部分にも接続することができる。また、凹型コネクタ２０は、運用中でも凸型
平面通信シート１９の端面凸部から取り外すことが可能であるのと同時に凸型平面通信シ
ート１９の端面凸部から取り外した後、凸型平面通信シート１９の端面凸部に再び取り付
けることも可能である。
【００５６】
　加えて、本実施形態では、凹型コネクタ２０の凹型を形成する２つの平行辺の長さがそ
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れぞれ異なっており、平行辺の一方が他方よりも長くなっている。また、凹型コネクタ２
０の凹型と嵌合する凸型平面通信シート１９の凸部形状もこれに対応する形状をしている
。具体的には、メッシュ状の金属膜１５がある面のうち、凹型コネクタ２０が差し込まれ
る部分は他の部分に対して段差を境にして低くなっており、同様に、ＧＮＤ金属膜１４が
ある面のうち、凹型コネクタ２０が差し込まれる部分は他の部分に対して段差を境にして
低くなっているが、凸型平面通信シート１９の外周部から前者の段差までの距離のほうが
、凸型平面通信シート１９の外周部から後者の段差までの距離よりも長くなっている。従
って、ループアンテナ１７がＧＮＤ金属膜１４に対向する向きで凹型コネクタ２０が凸型
平面通信シート１９に差し込まれても、適切に嵌合がなされず、メッシュ状の金属膜１５
がある面の側にある段差付近に隙間が生じる。そのため、ユーザは、凹型コネクタ２０の
向きが間違いであることを容易に認識することが可能となる。なお、本実施形態は、あく
まで一例である。他の例として凹型コネクタ２０の凹型を形成する２つの対向平行面のう
ちのメッシュ状の金属膜１５と接する方の面の先端部から奥部までの長さよりも、この２
つの対向平行面のうちのＧＮＤ金属膜１４と接する方の面の先端部から奥部までの長さの
ほうを長くしても良い。これに対応させて、凸型平面通信シート１９の外周部からメッシ
ュ状の金属膜１５側の段差までの距離よりも、凸型平面通信シート１９の外周部からＧＮ
Ｄ金属膜１４側の段差までの距離の方を長くさせる。
【００５７】
　また、更に、凹型コネクタ２０に色彩や文字を付して、これにより視覚的に差し込み向
きを判別可能としたり、凹型コネクタ２０の何れかの面の表面に細かい刻み目（いわゆる
ギザギザ）を付して指の触覚により差し込み向きを判別可能とするようにしても良い。
【００５８】
　また、装置１２に限定はなく、電力及び／又は信号が供給される任意の装置を装置１２
として利用することができる。また、必ずしも装置１２と別個に設けられているカプラ１
１を用いる必要はなく、例えばメッシュ状の金属膜１５の上に直接的に装置１２を載せて
二次元通信を行うようにしても良い。例えば、装置１２として汎用のノート型パーソナル
コンピュータを利用し、これをメッシュ状の金属膜１５の上に直接載せるようにしても良
い。この場合、メッシュ状の金属膜１５から染み出したエバネッセント波はノート型パー
ソナルコンピュータ表面又は表面付近の金属面に伝わり、ノート型パーソナルコンピュー
タに内蔵されている無線ＬＡＮアンテナにより受信され、これにより二次元通信が実現さ
れる。
【００５９】
　外周部の全部が凸型形状となっている必要はなく、外周部の一部が凸型形状となってい
てもよい。このような場合には、凸型形状となっている外周部に凹型コネクタ２０を嵌合
する。
【００６０】
　また、上述した実施形態は、本発明の好適な実施形態ではあるが、上記実施形態のみに
本発明の範囲を限定するものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変
更を施した形態での実施が可能である。
【００６１】
　以上説明した本発明の実施形態は、以下に示すような多くの効果を奏する。
【００６２】
　第１の効果は、平面通信シートと二次元通信用コネクタを嵌合した場合、この平面通信
シートと二次元通信用コネクタが容易に分離しないことである。
【００６３】
　その理由は、平面通信シート端の凸部に二次元通信用コネクタの凹部を差し込み、平面
通信シート端の凸部の先端に設けられた抜け防止用の膨らみ部と、二次元通信用コネクタ
の凹部の奥部に設けられたこの膨らみ部に対応した窪み部とが嵌合するからである。
【００６４】
　第２の効果は、伝送効率の低下を防止できることである。
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【００６５】
　その理由は、平面通信シート端の凸部に二次元通信用コネクタの凹部を差し込むことに
より、常にコネクタ凹部に有るループアンテナとシート表面のメッシュ状金属膜との距離
が一定であるためである。更に、平面通信シートが撓んだり、コネクタの入力用ケーブル
にテンションがかかりコネクタとシートの間に隙間が発生しないことから、電界強度が常
に一定だからである。
【００６６】
　第３の効果は、安全性が向上することである。
【００６７】
　その理由について説明する。図１及び図２に示されるような一般的な形状では、平面通
信シート表面のメッシュ状金属膜と、コネクタに印加されている発信機の入力信号とがコ
ネクタの信号金属板を介して直接的に接続されていた。そして、このコネクタの信号金属
板はむき出しの形状であった。よって、コネクタの信号金属板に直接腕や手などの皮膚と
触れる可能性が有り、入力信号からの電力が人体を流れる可能性が有った。しかし、本実
施形態ではコネクタはＧＮＤ金属膜に覆われており、入力信号に対して人体が触れない構
造となっている。これにより、仮にコネクタ表面の金属薄膜に直接腕や手などの皮膚と触
れてもコネクタの信号線とは絶縁される。そのため、上記の安全性向上という効果を奏す
る。
【００６８】
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
【００６９】
　（付記１）　二次元通信用の二次元通信媒体であって、
　メッシュ状導体膜を含む第１の面と、
　前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面と、
　前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、
　当該二次元通信媒体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達
するためのコネクタの凹型形状部と嵌合するための凸型形状部を備えることを特徴とする
二次元通信媒体。
【００７０】
　（付記２）　付記１に記載の二次元通信媒体であって、
　前記凸型形状部の先端に、前記コネクタを係止するための膨らみ部が形成されているこ
とを特徴とする二次元通信媒体。
【００７１】
　（付記３）　付記１又は２に記載の二次元通信媒体であって、
　当該二次元通信媒体の表面のうち、前記メッシュ状導体膜に覆われておらず、且つ、前
記ＧＮＤ導体膜にも覆われていない面の少なくとも一部が、当該二次元通信媒体内に発生
している信号が外部に漏洩することを防止するための端面ＧＮＤ導体膜により覆われてい
ることを特徴とする二次元通信媒体。
【００７２】
　（付記４）　付記１乃至３の何れか１に記載の二次元通信媒体であって、
　前記凸型形状部は、前記第１の面側の部分と前記第２の面側の部分とを含み、
　前記凹型形状部が、前記凸型形状部に間違った向きで嵌合されようとした場合に、前記
凹型形状部と前記凸型形状部とが完全に嵌合しないように、前記第１の面側の部分の形状
と前記第２の面側の部分の形状とが異なっていることを特徴とする二次元通信媒体。
【００７３】
　（付記５）　付記１乃至４の何れか１に記載の二次元通信媒体であって、
　前記コネクタから、当該二次元通信媒体に、前記凸型形状部にある前記メッシュ状導体
膜を介して、前記信号が伝達されることを特徴とする二次元通信媒体。
【００７４】
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　（付記６）　二次元通信媒体と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元通信用の信号を伝
達する二次元通信用コネクタであって、
　前記二次元通信媒体の外周部に備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を備える
ことを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【００７５】
　（付記７）　付記６に記載の二次元通信用コネクタであって、
　前記凹型形状部の最奥部には、前記凸型形状部の先端部に設けられている膨らみ部と嵌
合する窪み部が形成されていることを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【００７６】
　（付記８）　付記６又は７に記載の二次元通信用コネクタであって、
　当該コネクタが前記二次元通信媒体に嵌合した状態で表面に露出する表面の少なくとも
一部は、前記信号の漏洩を防止するための導体膜により覆われていることを特徴とする二
次元通信用コネクタ。
【００７７】
　（付記９）　付記６乃至８の何れか１に記載の二次元通信用コネクタであって、
　当該二次元通信用コネクタから、前記二次元通信媒体に、前記凹型形状部の、前記二次
元通信媒体の前記凸型形状部にあるメッシュ状導体膜に向き合う面を介して、信号が伝達
されることを特徴とする二次元通信用コネクタ。
【００７８】
　（付記１０）　二次元通信用の二次元通信媒体であって、
　メッシュ状導体膜を含む第１の面と、
　前記第１の面と略平行に配置され、ＧＮＤ導体膜を含む第２の面と、
　前記第１の面と前記第２の面との間に配設された絶縁体とを備え、
　当該二次元通信媒体の外周部は、当該二次元通信媒体に前記二次元通信用の信号を伝達
するためのコネクタの凹型形状と嵌合するための凸型形状部を備える二次元通信媒体と、
　前記二次元通信媒体と嵌合して、該二次元通信媒体に二次元通信用の信号を伝達する二
次元通信用コネクタであって、
　前記二次元通信媒体の外周部に備わる凸型形状部と嵌合するための凹型形状部を備える
二次元通信用コネクタと、
　を備えることを特徴とする二次元通信システム。
【００７９】
　（付記１１）　付記１０に記載の二次元通信システムであって、
　前記凸型形状部の先端に、前記コネクタを係止するための膨らみ部が形成されているこ
とを特徴とする二次元通信システム。
【００８０】
　（付記１２）　付記１０又は１１に記載の二次元通信システムであって、
　当該二次元通信媒体の表面のうち、前記メッシュ状導体膜に覆われておらず、且つ、前
記ＧＮＤ導体膜にも覆われていない面の少なくとも一部が、当該二次元通信媒体内に発生
している信号が外部に漏洩することを防止するための端面ＧＮＤ導体膜により覆われてい
ることを特徴とする二次元通信システム。
【００８１】
　（付記１３）　付記１０乃至１２の何れか１に記載の二次元通信システムであって、
　前記凸型形状部は、前記第１の面側の部分と前記第２の面側の部分とを含み、
　前記凹型形状部が、前記凸型形状部に間違った向きで嵌合されようとした場合に、前記
凹型形状部と前記凸型形状部とが完全に嵌合しないように、前記第１の面側の部分の形状
と前記第２の面側の部分の形状とが異なっていることを特徴とする二次元通信システム。
【００８２】
　（付記１４）　付記１０乃至１３の何れか１に記載の二次元通信システムであって、
　前記コネクタから、当該二次元通信媒体に、前記凸型形状部にある前記メッシュ状導体
膜を介して、前記信号が伝達されることを特徴とする二次元通信システム。
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　（付記１５）　付記１０乃至１４の何れか１に記載の二次元通信システムであって、
　前記凹型形状部の最奥部には、前記凸型形状部の先端部に設けられている膨らみ部と嵌
合する窪み部が形成されていることを特徴とする二次元通信システム。
【００８４】
　（付記１６）　付記１０乃至１５の何れか１に記載の二次元通信システムであって、
　当該コネクタが前記二次元通信媒体に嵌合した状態で表面に露出する表面の少なくとも
一部は、前記信号の漏洩を防止するための導体膜により覆われていることを特徴とする二
次元通信システム。
【００８５】
　（付記１７）　付記１０乃至１５の何れか１に記載の二次元通信システムであって、
　当該二次元通信用コネクタから、前記二次元通信媒体に、前記凹型形状部の、前記二次
元通信媒体の前記凸型形状部にあるメッシュ状導体膜に向き合う面を介して、信号が伝達
されることを特徴とする二次元通信システム。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本願発明は、二次元通信媒体と二次元通信用コネクタの嵌合に好適である。
【符号の説明】
【００８７】
１、１０１　平面通信シート
２、１０２　コネクタ
３、１０３　絶縁プラスチック
４、１０４　同軸コネクタ
５、１０５　信号金属板
６、１０６　ＧＮＤ金属板
７、１０７　芯線
８、１０８　端面ＧＮＤ金属膜
９、１０９　発信機
１０－１、１０－２、１１０－１、１１０－２　ケーブル
１１、１１１　カプラ
１２、１１２　装置
１３、１１３　絶縁体
１４、１１４　ＧＮＤ金属膜
１５、１１５　メッシュ状の金属膜
１６、１１６　凸型コネクタ
１７、１１７　ループアンテナ
１８、１１８　凹型平面通信シート
１９　凸型平面通信シート
２０　凹型コネクタ
２１　コネクタ側ＧＮＤ金属膜
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